
Ⅰ 組織の使命

令和5(2023)年度 都市建設部運営方針

都市建設部は，まちづくり景観課･都市計画課･都市整備課･建築課･住宅課･建築行政課の６課で構成されてお

り，主に，都市計画･都市景観などの市街地の整備や市営住宅の供給を含む住環境の整備に係わる業務のほか，

建築物の安全･安心対策や市有施設の営繕に係わる業務を担当しています。

都市建設部のミッション（使命）は，

「市民の誰もが誇りを持って，安心して，暮らせるまちをつくり出すこと」です。

このため，都市建設部では以下の基本方針に基づき，市民，企業，団体などと行政との協働によるまちづくり

を推進します。

○ マニュアルからではなく，地域の実態からものを考え，函館のまちの特性と個性を活かした，魅力的で住

みよいまちづくりを進めるための効果的な施策の展開につなげます。

○ 「まちづくりの主人公は市民」との視点に立ち，情報をわかりやすく提供するとともに，まちづくりを進

めていく上での課題を共有し，協働して解決を図っていきます。

○ 政策立案や事業・施策の推進に際しては，職員一人ひとりがコスト意識をしっかり持ちながら，まちづく

り全体の視点を踏まえて取り組みます。

Ⅱ 組織の基本方針



令和5(2023)年度 都市建設部運営方針

Ⅲ 年度評価 総評

令和５年度(2023年度)は，組織の使命・基本方針のもと，３つの施策を柱に具体の取り組みを進めてきました｡

全体的には，概ね所期の目標は達成できたものと考えています。

１ 市民の安全・安心を守るまちづくりの推進

大川中学校跡地を活用した大川団地の整備に向けて，大川団地３号棟が完成したほか，湯川団地および旭

岡団地の集約化に向け，対象となる入居者に対し，住み替えに係る説明会などを実施し，居住環境の向上に

努めました。

また，浴室が未設置で老朽化が著しいといった市営住宅入居者の居住環境の改善を図るため，湯川団地内

にある廃業した公衆浴場を取得・改修して運営を開始したほか，西部地区における改良団地の集約建替に向

けた検討を行いました。

さらに，空家等利活用の促進については，空家等除却支援制度や相続財産管理制度の活用により，危険空

家の解消を図ったほか，第二次スクリーニング計画において優先度評価の高い３箇所の大規模盛土造成地に

ついて，地盤調査を行い，地震時における安全性を確認しました。

２ 景観・町並みの形成・継承

歴史的建造物の候補物件である「旧大洋漁業函館営業所」，「カリフォルニアベイビー」の所有者から同

意を得て，新たに指定を行い，良好な景観形成の促進を図りました。

また，歴史的建造物の継承・活用を促進するため，歴史的建造物の修理補助や保全調査を実施したほか，

まちづくり団体との協働により，伝統的建築技術を継承する人材の育成を行いました。

３ 市街地等の機能強化

将来にわたって豊かで快適な「歩いて暮らせるコンパクトなまち」の形成を目指し，「函館駅前・大門地

区」における市街地再開発事業と連携した周辺環境の整備として，高砂通の歩道拡幅に着手したほか，引き

続き，住宅取得費の助成制度などの居住誘導施策を実施しました。

また，函館市立地適正化計画（Ｈ３０～Ｒ１２）が中間評価年度を迎えたことから，これまでの取り組み

の評価・検証等を行ったほか，都市防災に関する指針を本計画に位置付け，災害時に対応したまちづくりを

明確にしました。

さらに，西部地区再整備事業においては，既存ストック活性化の取り組みとして，街区整備に向けた所有

者への意向把握調査や，民有不動産の「旧大洋漁業函館営業所」を活用したほか，西小・中学校跡地の活用

方針を策定し，広く事業者から活用提案を受けるため，公募型プロポーザルの実施に向けて準備を行いまし

た。

今後においても，市民や事業者との協働によるまちづくりの観点から，コンパクトなまちづくりや函館ならで

はの良好な景観形成に向けた取り組みを積極的に進めていきます。










